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幅器，電子ビーム制御システムの技術開発を実施し，出力 1 kJ のレーザーを完成している。
次にこれらのレーザーを用い，レーザープラズマの生成と，その特性の研究を行い，レーザーパワ
ーとプラズマパラメーターの関係を明白にしている o これらの結果をガラスレーザーにより得られた
値と対比し，波長スゲール則を求めている。炭酸ガスレーザーによるプラズマで、は，ガラスレーザー
の場合に比べ高エネルギーイオンの発生が問題となることを見出した。
また，この問題を解明するため高速イオンビーム発生装置を試作し，無衝突プラズマ中での高エネ
ルギーイオンビームの挙動を研究し，イオンビームの散逸過程が 2 流体不安定によるものであること
を見出し，レーザープラズマへの適用を論じている。
以上の結果，本論文は，大出力炭酸ガスレーザーの設計と建設に関し，貴重な知見を与えるととも
に，それを核融合の研究に適用し，興味ある成果をあげ，エネルギー工学の進歩に大きく貢献してい
る。よって，本論文は，博士論文として，価値あるものと認める。
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